
j40511 保育実習Ⅲ 劉・中西・榎本 ２年次・通年 実習・2単位 保育士選択必修

割合 / Percentage

0%

0%

100%

0%

必修選択の別
/ compulsory subjects
or optional subjects

授業コード
/ Code 科　目　名 / Course Title 担当者 / Instructor

履修年次
/ Semester

授業形態・単位数
/ Style ･ Credits

授業の概要 / Course Outline

保育所以外の児童福祉施設等で10日間以上の実習を行う。
具体的な実践を通して、児童福祉施設等の役割や機能、さらに、保育士としての業務・職業倫理について学び、保育士としての
自己の課題を明確化する。

到達目標 / Attainment Objectives
ディプロマポリシーとの対応関係

/ Relationship with the diploma policy

児童福祉施設等の役割・機能について実践を通して理解を深める A-②　B-②

施設の生活実態に触れ、支援のための知識・技術・判断力を習得する A-②、D-②

保育士の業務内容や専門職との連携・協働について理解する C-②、B-①

実習における保育士としての自己の課題を明確にする C-①、D-②

成績評価方法 / Grading Criteria and Method of Evaluation

種別 / Kind 評価基準等 / Grading Criteria etc.

定期試験(筆記)
End of Semester Examination (Written)

レポート試験
Report Examination

実技試験
Practical skill test

配属先の実習評価と実習の内容を総合的に評価する

平常点評価
Continuous Assessment

教科書 / Textbooks

特記事項 / Special Note

実習には履修規程があるので、注意して臨むこと。原則として児童福祉施設等の現場に出ることを希望する者のみが履修できる。

参考書 / Reference Books

予習・復習 / Preparation・Review

課題に対するフィードバック方法 / How to give feedback on tasks
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１．児童福祉施設等(保育所以外)の役割と機能
２．施設における支援の実際
（１）受容し、共感する態度
（２）個人差や生活環境に伴う子どものニーズの把握と子ども理解
（３）個別支援計画の作成と実践
（４）子どもの家族への支援と対応
（５）多様な専門職との連携
（６）地域社会との連携
３．保育士の多様な業務と職業倫理
４．保育士としての自己課題の明確化
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授業スケジュール / Course Schedule

※履修している学生に対して事前に説明があった上で、変更される場合があります。

授業回数
Lecture

テーマ / Theme

内容 / Contents


